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一
　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
水
力
紡
績
機
を
使
用
し
た
最
初
の
木
棺
工
場
は
、
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
（
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
）
の
二
人
の
商
人
モ
ー
ゼ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ル
ミ
ー
の
資
本
と
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
熟
練
工
海
外
渡
航
禁
令
①
を
や
ぶ
っ
て
一
七
八
九
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
密
航
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
に
招
か
れ
て
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
に
来
た
、
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
水
力
紡
績
機
の
知
識
を
も
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
レ
ー
タ
ー
の
技
術
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
一
七
九
〇
年
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
河
畔
、
ポ
ー
タ
ケ
ッ
ト
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ー
グ
リ
ー
ス
お
よ
び
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
エ
場
を
モ
デ
ル
に
建
て
ら
れ
た
で
あ
る
。
こ
の
エ
場
は
紡
錘
数
七
二
、
梳
棉
機
三
台
の
小
工
場
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
ず
近
代
的
木
棉
工
場
の
祖
と
い
わ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
②
。
つ
い
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ア
ル
ミ
ー
、
ス
レ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
彼
等
の
友
人
、
親
戚
と
の
種
々
な
結
合
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
組
合
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
っ
く
っ
て
、
新
た
な
紡
績
工
場
を
建
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
綿
糸
一一126一一
は
、
ア
ル
ミ
ー
＆
ブ
ラ
ウ
ン
商
会
が
前
貸
制
度
に
よ
っ
て
近
隣
の
家
内
織
布
エ
に
布
を
織
ら
せ
る
か
、
或
は
同
商
会
を
通
じ
て
糸
の
ま
ま
売
ち
れ
た
。
こ
れ
ら
を
加
え
て
、
一
八
〇
〇
年
ま
で
に
最
初
の
ス
レ
ー
タ
ー
エ
場
の
周
囲
に
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
河
系
の
水
流
を
利
用
し
た
木
棉
工
場
が
二
九
現
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
の
資
本
は
多
く
他
の
エ
場
の
利
潤
か
ら
引
出
さ
れ
た
も
の
と
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
商
人
の
出
資
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
一
八
〇
七
年
ま
で
に
、
同
種
の
エ
場
は
、
州
境
を
こ
え
て
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
率
爾
部
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
お
よ
び
二
ユ
　
－
ョ
ー
ク
の
一
部
に
普
及
し
て
い
た
。
　
こ
れ
ら
の
初
期
の
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
木
棉
工
場
は
、
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
り
、
織
布
工
程
は
家
内
工
業
　
（
商
人
製
造
業
者
の
前
貸
制
に
よ
る
）
に
委
ね
て
お
り
、
紡
績
工
と
し
て
小
児
を
傭
い
、
こ
れ
ら
の
紡
績
工
は
多
く
近
隣
の
家
内
織
布
工
（
農
民
）
の
家
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
そ
の
親
を
監
督
と
し
て
使
い
、
家
族
労
働
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
、
賃
金
は
現
物
で
支
払
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
工
場
の
資
本
は
そ
の
利
潤
が
再
投
資
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
に
新
た
に
外
か
ら
追
加
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
特
色
と
し
、
多
く
の
点
で
こ
れ
ら
の
工
場
を
未
だ
近
代
的
な
工
場
と
は
云
い
難
い
の
で
あ
る
⑧
。
　
一
八
〇
七
年
以
後
一
八
一
五
年
ま
で
、
貿
易
制
限
と
対
英
戦
争
に
よ
っ
て
商
業
・
海
運
業
の
衰
退
に
失
望
し
た
商
人
資
本
家
が
、
国
内
自
給
の
必
要
、
海
外
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
競
争
の
遮
断
、
エ
リ
ー
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
繰
綿
機
（
一
七
九
三
年
特
許
）
の
普
及
に
よ
っ
て
原
料
と
し
て
利
用
し
う
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
南
部
棉
花
の
対
英
輸
出
万
能
と
い
う
絶
好
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
木
棉
工
業
に
、
商
業
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
し
て
き
て
い
た
資
本
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
④
。
戦
時
中
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
製
造
工
業
の
振
興
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
工
業
主
義
に
反
対
し
た
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
で
さ
え
こ
れ
を
支
持
し
た
よ
う
に
⑤
、
愛
国
的
行
為
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
く
し
て
一
八
一
五
年
に
は
四
千
万
ド
ル
の
資
本
が
木
棉
工
業
（
紡
績
業
）
に
投
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
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に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
は
十
万
に
達
し
て
い
た
⑥
。
　
最
初
の
真
の
意
味
に
お
け
る
近
代
的
木
棉
工
場
は
’
、
企
業
的
冒
険
心
に
と
む
富
裕
な
一
群
の
ボ
ス
ト
ン
商
人
（
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
、
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
等
）
が
一
八
一
三
年
に
ボ
ス
ト
ン
製
造
会
社
を
組
織
し
、
翌
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
河
流
域
の
ウ
オ
ル
サ
ム
に
紡
績
と
織
布
の
両
工
程
を
ふ
く
む
木
棉
工
場
を
建
設
し
た
時
に
現
わ
れ
た
。
こ
の
ウ
ォ
ル
サ
ム
エ
場
は
初
め
て
力
織
機
を
導
入
し
た
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
木
棉
工
業
を
自
ら
視
察
し
て
力
織
機
の
知
識
を
得
て
帰
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
Ｃ
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
が
機
械
エ
パ
ウ
ル
・
ム
ー
デ
ィ
と
共
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
点
で
ロ
ー
ウ
ェ
ル
ー
ム
ー
デ
ィ
織
機
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
異
り
、
ア
メ
リ
カ
型
織
機
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ム
ー
デ
ィ
は
新
し
い
整
経
機
と
練
紡
機
の
製
作
に
成
功
し
、
ウ
ォ
ル
サ
ム
エ
場
に
据
付
け
ら
れ
た
。
ウ
ォ
ル
サ
ム
エ
場
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
外
国
の
従
来
の
エ
場
と
異
り
、
工
場
内
で
動
力
（
水
力
）
を
用
い
て
紡
糸
、
織
布
を
ふ
く
む
全
工
程
が
行
わ
れ
、
従
っ
て
家
内
工
業
と
の
関
係
は
絶
た
れ
、
労
働
は
各
工
程
に
お
い
て
特
殊
化
さ
れ
、
労
働
者
は
殆
ど
熟
練
を
要
し
な
い
単
純
な
仕
事
を
行
い
、
賃
金
は
貨
幣
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
、
ク
ラ
ー
ク
も
こ
の
意
味
に
お
い
て
ボ
ス
ト
ン
製
造
会
社
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
木
棉
工
場
こ
そ
「
ア
メ
リ
カ
最
初
の
近
代
的
工
場
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
⑦
、
ケ
ア
も
一
八
一
四
年
の
ウ
ォ
ル
サ
ム
に
お
け
る
最
初
の
完
全
な
木
棉
工
場
の
創
設
こ
そ
新
時
代
の
端
緒
を
劃
す
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
⑧
。
　
対
英
戦
争
締
結
後
イ
ギ
リ
ス
綿
製
品
の
氾
濫
に
よ
っ
て
⑨
ア
メ
リ
カ
の
木
棉
工
業
に
深
刻
な
打
撃
を
蒙
り
、
一
八
一
五
年
に
は
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
周
辺
に
一
六
九
あ
っ
た
紡
績
工
場
も
一
八
一
六
年
に
は
最
初
の
ス
レ
ー
タ
ー
エ
場
を
ふ
く
む
十
二
、
三
を
残
し
て
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
危
機
を
、
技
術
の
改
善
（
力
織
機
の
導
入
）
と
経
営
の
合
理
化
、
一
八
一
六
年
と
二
八
一
八
年
の
保
護
関
税
、
消
費
人
口
の
増
大
＝
西
部
市
場
の
拡
大
に
よ
っ
て
木
棉
工
業
は
き
り
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
不
況
は
手
織
機
を
用
い
る
家
内
一一-128一一
工
業
を
壊
滅
せ
し
め
る
と
共
に
力
織
機
と
工
場
制
度
の
導
入
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
役
立
つ
た
。
関
税
は
少
く
と
も
東
印
度
の
綿
製
品
を
締
出
し
、
ア
メ
リ
カ
製
品
に
そ
れ
だ
け
市
場
を
確
保
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
木
棉
工
業
が
危
機
を
脱
出
す
る
た
め
に
保
護
関
税
よ
り
も
多
く
役
立
つ
た
の
は
人
口
の
増
大
に
伴
う
販
路
の
拡
大
で
あ
つ
た
。
一
八
〇
〇
年
に
五
三
〇
万
で
あ
つ
た
人
口
は
一
八
一
〇
年
に
七
二
四
万
に
、
そ
し
て
一
八
二
〇
年
に
九
六
四
万
に
増
加
し
⑩
、
「
オ
ハ
イ
オ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
西
部
ニ
ユ
　
ー
ョ
ー
ク
お
よ
び
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
は
美
的
感
覚
あ
る
い
は
手
工
的
技
術
に
頓
着
し
な
い
農
民
で
満
さ
れ
っ
つ
あ
り
、
安
い
織
物
、
靴
…
…
を
一
層
多
量
に
要
求
し
て
い
た
」
卯
。
ア
メ
リ
カ
木
棉
工
業
は
絶
え
ず
拡
大
す
る
国
内
市
場
を
対
象
に
発
展
を
辿
つ
た
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
木
棉
工
業
が
海
外
市
場
に
依
存
し
た
の
と
正
に
対
遮
的
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
者
が
良
質
で
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
む
製
品
を
専
業
化
し
た
小
工
場
で
生
産
す
る
の
を
常
と
し
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
種
類
の
少
い
標
準
品
を
大
量
に
生
産
す
る
機
械
製
品
工
業
が
急
速
に
発
達
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
　
　
一
八
二
二
年
に
、
ア
プ
ル
ト
ン
、
ジ
ャ
ク
ス
ン
等
ボ
ス
ト
ン
製
造
会
社
を
設
立
し
た
ボ
ス
ト
ン
商
人
は
、
六
〇
万
ド
ル
の
資
本
金
を
も
つ
メ
リ
マ
ッ
ク
製
造
会
社
（
M
e
r
r
i
m
a
c
k
M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g
c
o
∃
S
n
昌
を
組
織
し
、
翌
二
三
年
チ
ャ
ー
ル
ズ
河
よ
り
水
力
の
豊
富
な
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
「
急
流
」
と
呼
ん
だ
メ
リ
マ
ッ
ク
河
畔
の
現
在
の
ロ
ー
ウ
ェ
ー
ル
市
に
、
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
の
工
場
を
建
て
た
が
、
つ
づ
い
て
一
八
二
五
年
に
Ｈ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｔ
ｏ
ｎ
ｃ
ｏ
∃
ｔ
ａ
Ｓ
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八
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に
Ａ
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ｐ
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＆
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ｘ
）
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Ｔ
ｒ
ｅ
ｍ
ｏ
ｎ
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ｏ
ｍ
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ａ
ｎ
ｙ
。
　
Ｌ
ａ
w
ｒ
ｅ
ｒ
ｘ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
が
組
織
さ
れ
、
こ
の
六
つ
の
ボ
ス
ト
ン
商
人
に
よ
つ
て
設
立
さ
れ
た
木
棉
工
業
会
社
が
、
一
八
三
四
年
に
は
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
で
、
一
一
〇
、
〇
〇
〇
錘
の
紡
績
機
と
四
、
〇
〇
〇
台
の
力
織
機
を
も
つ
一
九
の
工
場
を
建
て
て
い
た
⑩
。
同
じ
場
所
で
同
種
の
工
場
が
一
〇
年
間
の
う
ち
に
そ
れ
ほ
ど
の
勃
興
を
見
せ
た
の
は
未
曾
有
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
木
棉
工
場
の
成
功
は
、
現
在
の
ロ
ー
レ
ン
ス
（
Ｊ
Ｋ
［
ａ
ｓ
Ｑ
・
］
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
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｛
Ｚ
・
｝
｛
・
｝
い
ず
れ
も
メ
リ
マ
ッ
ク
河
に
沿
う
ー
は
じ
め
ボ
ス
ト
ン
以
北
の
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
各
地
に
、
同
じ
型
の
、
真
の
意
味
の
木
棉
工
場
の
勃
興
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
一
八
三
〇
年
代
の
は
じ
め
ま
で
に
木
棉
工
業
は
そ
の
重
心
を
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
南
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
ロ
ー
ウ
ェ
ル
を
中
心
と
す
る
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
す
に
至
つ
て
い
る
。
　
初
期
の
木
棉
工
場
は
動
力
源
を
水
流
に
求
め
た
た
め
、
工
場
は
都
市
に
お
い
て
よ
り
む
し
ろ
寒
村
に
建
て
ら
れ
た
。
工
場
の
勃
興
は
従
つ
て
無
人
の
荒
地
に
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
ロ
ー
レ
ン
ス
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
如
き
工
場
都
市
を
発
生
せ
し
め
た
。
木
棉
工
場
に
お
い
て
蒸
気
機
関
は
対
英
戦
争
直
後
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
と
レ
キ
シ
ン
ト
ン
で
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
急
速
な
普
及
は
三
〇
年
代
ま
で
起
ら
な
か
っ
た
。
一
八
三
九
年
に
水
力
と
蒸
気
力
の
コ
ス
ト
の
比
率
は
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
お
い
て
一
対
八
・
三
で
あ
り
、
石
炭
の
利
用
が
容
易
で
あ
つ
た
イ
ー
ト
ン
（
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
）
で
さ
え
一
対
四
・
五
で
あ
つ
た
⑩
。
し
か
し
蒸
気
機
関
は
時
期
、
季
節
を
問
わ
ず
均
等
の
動
力
を
供
給
し
、
良
質
の
織
物
の
生
産
に
よ
り
適
す
る
た
め
、
一
八
四
〇
年
代
に
は
そ
の
導
入
が
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
セ
イ
レ
ム
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
、
ニ
ュ
ー
・
ベ
リ
ー
ポ
ー
ト
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
資
本
の
支
配
の
も
と
に
蒸
気
力
を
用
い
る
（
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
）
大
工
場
が
設
立
さ
れ
た
。
　
中
部
大
西
洋
地
方
で
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
（
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
）
と
パ
タ
ー
ソ
ン
（
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
）
が
木
棉
工
業
の
中
心
地
に
な
つ
た
が
、
こ
の
地
方
は
小
工
場
が
多
く
、
紡
績
、
織
布
、
染
色
、
仕
上
等
の
各
工
程
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
独
立
し
た
工
場
が
行
わ
れ
る
の
を
特
色
と
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
も
良
質
な
綿
織
物
を
生
産
し
た
。
南
部
に
お
い
て
一
八
三
〇
年
以
後
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
、
ピ
ー
ク
ー
ス
ブ
ル
グ
、
ア
ウ
グ
ス
タ
ー
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
お
い
て
力
織
機
の
使
用
が
見
ら
れ
た
が
、
実
験
的
な
段
階
を
出
で
ず
、
一
八
四
六
年
に
は
じ
め
て
グ
レ
ッ
グ
を
ふ
く
む
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
の
商
人
に
よ
つ
て
グ
ラ
ニ
ッ
ト
ヴ
ィ
ル
に
お
い
一一130一一
て
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
の
近
代
的
木
棉
工
場
が
設
立
さ
れ
、
南
部
の
木
棉
工
業
は
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
八
六
〇
年
に
お
い
て
も
全
南
部
の
紡
錘
数
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
市
よ
り
少
く
、
そ
の
生
産
額
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
僅
か
一
割
余
に
す
ぎ
な
か
つ
た
⑩
。
か
く
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
木
棉
工
業
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
が
、
一
八
三
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
は
棉
花
消
量
費
は
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
で
第
二
位
に
な
り
、
一
八
五
○
年
に
は
人
口
に
対
す
る
紡
錘
数
の
比
率
は
（
人
ロ
ー
○
○
○
人
当
り
ア
メ
リ
カ
二
八
〇
〇
錘
、
イ
ギ
リ
ス
一
三
〇
〇
錘
と
な
り
⑩
）
イ
ギ
リ
ス
を
凌
駕
す
る
に
至
つ
て
い
る
。
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二
「
木
棉
工
業
は
産
業
革
命
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
導
人
し
た
①
」
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
工
場
制
木
棉
工
業
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
’
ｊ
’
－
最
初
は
ロ
ー
ド
・
ア
ィ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
、
の
ち
に
は
（
一
八
二
〇
年
以
後
）
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
を
中
心
と
し
て
Ｉ
Ｉ
発
達
し
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
産
業
革
命
の
搖
籃
の
地
と
な
つ
た
が
、
こ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
そ
の
地
理
的
条
件
に
よ
つ
て
他
の
姉
妹
植
民
地
と
は
異
り
、
農
業
の
発
展
に
期
待
を
も
た
れ
ず
、
漁
業
と
海
運
業
従
つ
て
造
船
業
と
貿
易
業
（
海
運
業
と
貿
農
業
は
、
大
商
人
に
よ
つ
て
同
時
に
営
ま
れ
る
）
の
発
達
を
見
た
。
そ
し
て
造
船
業
と
海
運
貿
易
業
’
－
‐
と
く
に
三
角
貿
易
の
発
達
は
、
初
期
的
な
性
格
と
規
模
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
各
種
の
製
造
工
業
、
例
え
ば
木
工
業
、
鉄
工
業
、
帆
布
製
造
業
、
ラ
ム
酒
醸
造
業
、
（
船
舶
あ
る
い
は
そ
の
乗
組
員
に
供
給
す
べ
き
）
食
品
、
衣
類
、
靴
の
製
造
業
等
の
発
達
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
か
く
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
、
セ
イ
レ
ム
、
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
等
の
、
絶
対
主
義
下
の
イ
ギ
リ
ス
の
中
産
階
級
意
識
を
も
つ
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
商
人
は
、
そ
の
海
運
貿
易
活
動
に
よ
つ
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
市
民
的
富
の
形
成
者
に
な
つ
た
が
、
同
時
に
ま
た
工
業
の
発
達
に
刺
戟
を
与
え
、
産
業
革
命
導
入
の
地
均
し
を
行
つ
て
い
た
の
で
あ
る
ｏ
　
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
早
く
か
ら
、
ボ
ス
ト
ン
・
セ
イ
レ
ム
、
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
商
人
を
通
じ
て
西
印
度
お
よ
び
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
棉
花
の
輸
人
を
行
つ
て
お
り
、
と
く
に
ボ
ス
ト
ン
は
そ
の
建
設
後
ま
も
な
く
西
印
度
づ
ル
バ
ド
ス
島
か
ら
棉
花
の
輸
入
を
は
じ
め
、
一
六
七
八
年
に
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
英
領
西
印
度
か
ら
約
五
万
ポ
ン
ド
の
棉
花
を
輸
入
し
て
お
り
、
一
七
六
一一133一一
八
年
に
は
西
印
度
か
ら
の
棉
花
輸
入
は
四
五
万
ポ
ン
ド
（
そ
の
大
部
分
は
バ
ル
バ
ド
ス
島
か
ら
輸
人
）
に
増
加
し
、
そ
の
う
ち
約
六
万
ポ
ン
ド
を
イ
ギ
リ
ス
に
再
輸
出
し
、
そ
の
残
り
三
九
万
ポ
ン
ド
を
ア
メ
リ
カ
で
消
費
し
た
が
、
そ
の
う
ち
二
〇
万
ポ
ン
ド
は
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
に
吸
収
さ
れ
た
②
。
か
く
し
て
輸
入
さ
れ
た
棉
花
を
原
料
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
輸
入
商
は
前
貸
制
度
に
よ
っ
て
農
民
＝
家
内
紡
糸
工
に
糸
に
紡
が
せ
て
い
た
。
棉
花
は
植
物
羊
毛
（
v
e
g
e
t
a
b
l
e
w
o
o
l
）
と
称
せ
ら
れ
、
乏
し
い
羊
毛
の
代
用
品
と
考
え
ら
れ
て
、
綿
糸
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
多
く
毛
糸
と
交
織
さ
れ
た
が
、
こ
の
生
産
の
組
織
者
は
食
品
雑
貨
商
を
ふ
く
む
卸
売
商
人
で
あ
っ
た
。
紡
糸
工
と
織
布
工
は
土
地
を
も
っ
農
民
で
あ
り
、
農
民
は
副
業
と
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
専
業
の
綿
糸
布
生
産
者
た
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
も
な
か
っ
た
し
、
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た
。
　
独
立
戦
争
締
結
後
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
流
人
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
戦
時
中
栄
え
た
幼
稚
な
繊
維
工
業
は
他
の
製
造
工
業
と
共
に
壊
滅
的
打
撃
を
う
け
た
が
、
商
業
も
イ
ギ
リ
ス
商
人
、
そ
の
在
米
代
理
店
、
仲
買
人
の
活
動
の
下
に
窒
息
せ
し
め
ら
れ
た
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
繊
維
工
業
の
組
織
者
で
あ
っ
た
商
人
は
、
そ
の
支
配
す
る
工
業
の
蒙
つ
た
打
撃
を
見
て
イ
ギ
リ
ス
の
技
術
を
導
人
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
木
棉
工
業
に
対
抗
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
か
れ
ら
の
支
配
の
下
に
木
棉
工
業
を
振
興
せ
し
め
る
こ
と
ば
、
木
棉
工
業
自
体
よ
り
得
る
利
益
の
み
な
ら
ず
、
か
れ
ら
の
本
来
の
業
務
た
る
商
業
と
く
に
西
印
度
よ
り
の
綿
花
輸
人
貿
易
よ
り
従
来
得
て
い
た
利
益
を
確
保
し
、
さ
ら
に
増
大
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
③
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
対
抗
し
う
る
製
造
工
業
の
振
興
は
、
独
立
を
経
済
的
に
確
保
せ
ん
と
す
る
愛
国
的
熱
情
と
結
合
し
て
い
た
ｏ
④
そ
し
て
、
経
済
的
優
越
を
争
う
各
州
の
間
の
ジ
エ
ラ
シ
ー
と
、
邦
立
法
部
に
く
い
入
っ
て
い
た
商
人
の
利
益
の
代
表
者
に
よ
っ
て
そ
の
振
興
に
援
助
が
与
え
ら
れ
た
。
戦
後
ま
も
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
し
い
機
械
の
知
識
を
も
っ
熟
練
職
工
の
移
住
を
新
聞
広
告
あ
る
い
は
在
英
ア
メ
リ
カ
人
を
通
じ
て
求
め
た
。
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
冶
金
師
ヒ
ュ
ー
・
オ
ー
ル
が
邦
の
補
助
金
を
う
け
て
、
は
じ
め
て
水
力
紡
績
機
と
梳
綿
機
の
モ
デ
ル
を
製
作
し
た
と
き
技
術
-一一134一一
的
援
助
を
与
え
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
職
工
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
商
人
は
、
か
く
し
て
作
成
さ
れ
た
水
力
紡
績
機
の
設
計
図
を
ブ
リ
ッ
ヂ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
オ
ー
ル
の
も
と
に
、
梳
棉
機
と
ジ
ェ
ニ
ー
の
設
計
図
を
オ
ー
ル
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
そ
れ
ら
を
有
し
て
い
た
吻
９
Ｑ
々
ｃ
ｏ
は
ｏ
ｎ
】
Ｋ
［
ａ
ｎ
ｏ
ｆ
ｇ
｛
ｏ
ｑ
（
一
七
八
七
年
に
組
織
）
に
求
め
に
行
く
程
熱
心
で
あ
っ
た
⑤
。
こ
れ
に
よ
る
試
作
が
か
れ
ら
に
満
足
を
与
え
な
か
っ
た
と
き
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
上
陸
し
、
そ
こ
で
そ
の
知
識
を
買
わ
れ
な
か
つ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
レ
ー
タ
ー
が
、
モ
ー
ゼ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
手
紙
を
送
つ
た
際
、
こ
の
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
商
人
が
彼
の
知
識
を
用
い
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
木
棉
工
場
の
祖
と
い
わ
る
べ
き
も
の
が
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
現
わ
れ
、
そ
れ
が
南
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
普
及
し
得
た
の
で
あ
る
。
　
一
八
〇
七
年
以
後
貿
易
活
動
に
利
益
を
見
出
し
得
な
く
な
つ
た
時
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
貿
易
・
海
運
業
に
よ
つ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た
資
本
が
大
量
に
木
棉
工
業
に
投
資
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
貿
易
商
人
フ
ラ
ン
シ
ス
・
Ｃ
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
が
自
ら
見
て
来
た
イ
ギ
リ
ス
の
木
棉
工
業
を
ア
メ
リ
カ
化
し
て
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
に
植
竹
け
ん
と
し
、
且
つ
多
く
の
富
裕
な
ボ
ス
ト
ン
商
人
が
こ
れ
に
協
力
し
た
の
は
、
か
れ
ら
が
商
業
に
よ
つ
て
巨
額
な
資
金
を
蓄
積
し
て
い
た
た
め
と
、
海
運
業
の
如
き
冒
険
的
企
業
に
な
れ
、
危
険
を
冒
し
て
も
新
し
い
利
益
を
も
と
め
る
企
業
上
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
　
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
農
業
の
利
益
が
少
く
、
従
つ
て
ま
た
農
民
が
貧
し
く
西
部
に
移
動
も
不
可
能
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
で
は
、
製
造
工
業
の
勃
興
に
必
要
な
労
働
力
を
得
る
の
に
さ
し
て
困
難
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
貿
易
制
限
と
戦
争
に
よ
る
農
産
物
の
輸
出
の
減
退
と
、
西
部
の
農
業
の
発
達
に
よ
る
競
争
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
業
を
窮
迫
せ
し
め
、
農
民
は
小
児
に
自
分
自
身
の
養
育
費
を
か
せ
が
せ
る
た
め
に
工
場
に
送
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
ま
た
貿
易
制
限
と
戦
争
に
よ
つ
て
失
業
し
た
船
員
お
よ
び
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そ
の
家
族
は
工
場
労
働
者
の
源
泉
と
な
っ
た
。
　
工
場
が
労
働
者
に
対
し
て
要
求
す
る
規
律
と
服
従
は
ア
メ
リ
カ
人
の
個
人
主
義
的
伝
統
に
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
人
は
工
場
労
働
者
と
し
て
不
適
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
障
碍
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ユ
ー
リ
タ
ン
エ
場
経
営
者
が
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
農
民
の
少
女
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
厳
格
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
家
庭
に
お
い
て
培
わ
れ
た
服
従
心
、
規
律
を
重
ん
ず
る
精
神
そ
し
て
誠
実
な
性
格
は
、
工
場
経
営
者
の
要
求
す
る
規
律
を
遵
守
す
る
精
神
と
一
致
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
㈲
。
ロ
ー
ウ
ェ
ル
が
工
場
制
木
棉
工
業
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
植
せ
ん
と
し
た
際
に
、
「
わ
れ
わ
れ
の
、
教
養
あ
る
道
徳
的
な
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
れ
を
失
敗
さ
せ
は
し
な
い
。
」
⑦
と
信
じ
得
た
の
は
、
「
職
に
っ
い
て
い
な
い
」
右
の
よ
う
な
道
徳
的
な
少
女
の
使
用
の
着
想
を
格
た
の
で
あ
ろ
う
・
ボ
ス
ト
ン
資
本
家
は
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
れ
ら
女
工
に
極
め
て
慈
善
的
待
遇
を
与
え
、
そ
の
寄
宿
舍
は
模
範
的
厚
生
教
育
施
設
と
い
わ
れ
、
そ
の
た
め
大
く
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
少
女
を
工
場
に
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
少
く
と
も
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
少
女
を
お
び
き
よ
せ
る
た
め
の
み
の
偽
善
的
意
図
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
必
要
は
な
く
⑧
、
む
し
ろ
彼
等
が
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
人
道
主
義
者
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
可
能
で
あ
つ
た
限
り
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
少
女
を
家
庭
に
お
け
る
無
為
・
怠
惰
か
ら
生
じ
る
悪
習
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
防
ぎ
、
生
産
的
職
業
を
与
え
る
と
と
も
に
高
い
教
養
を
与
え
る
こ
と
を
富
者
の
負
う
べ
き
社
会
的
責
務
と
考
え
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
木
棉
工
業
の
急
激
な
発
達
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
商
人
資
本
家
と
労
働
者
と
し
て
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
少
女
の
こ
の
結
合
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
逆
に
、
中
部
大
西
洋
岸
諸
州
や
南
部
は
木
棉
工
場
の
発
達
に
不
利
な
条
件
を
備
え
て
い
た
。
中
部
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は
、
豊
か
な
背
後
地
を
も
ち
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
商
業
資
本
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
木
棉
工
場
の
勃
興
期
に
お
い
て
交
通
の
改
善
、
土
地
投
機
に
投
資
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
・
ョ
ー
ク
の
商
業
資
本
は
、
ボ
ス
ト
ン
や
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
商
業
資
本
に
し
て
若
し
そ
れ
が
可
能
で
あ
つ
た
な
ら
ば
木
棉
工
業
に
投
資
さ
れ
な
か
つ
た
本
来
の
道
を
進
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貿
易
の
繁
栄
が
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
商
人
に
よ
つ
て
圧
倒
さ
れ
て
行
く
過
程
と
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
木
棉
工
業
の
興
隆
と
は
正
比
例
し
て
い
る
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
そ
れ
は
ニ
ュ
ー
・
ョ
ー
ク
の
そ
れ
の
成
長
に
嫉
妬
心
を
感
じ
な
が
ら
一
八
三
〇
年
代
に
は
鉄
道
に
投
資
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
に
富
む
石
炭
、
鉄
、
そ
し
て
機
械
な
ど
の
工
業
に
新
た
な
進
路
を
見
出
し
て
い
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
木
棉
工
業
に
古
い
歴
史
を
も
つ
て
い
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
あ
る
い
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
、
機
械
に
対
抗
し
得
な
く
な
つ
て
逃
避
し
て
来
た
熟
練
手
職
工
を
［
手
織
機
の
音
が
絶
え
た
こ
と
の
な
い
そ
の
郊
外
の
通
り
に
］
吸
収
し
⑨
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
安
い
機
械
生
産
の
綿
糸
を
大
量
に
移
人
す
る
商
人
の
支
配
の
下
で
手
工
業
が
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
は
⑩
、
水
力
紡
績
機
や
力
織
機
の
導
入
を
阻
止
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
南
部
は
エ
リ
ー
・
ホ
ィ
ト
ニ
ー
の
繰
綿
機
の
発
明
（
一
七
九
三
年
）
に
よ
つ
て
棉
花
生
産
の
飛
躍
的
発
展
を
行
つ
た
が
、
そ
れ
は
プ
ラ
ン
タ
ー
を
し
て
棉
花
生
産
に
専
念
せ
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
南
部
は
棉
花
の
移
輸
出
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
棉
花
輸
人
商
と
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
商
人
と
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
・
ョ
ー
ク
の
海
運
・
倉
庫
業
者
、
お
よ
び
銀
行
に
そ
の
利
典
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
南
部
の
資
本
は
か
え
つ
て
枯
渇
し
た
。
さ
ら
に
、
南
部
で
は
製
造
工
業
に
対
す
る
経
済
的
、
社
会
的
嫌
悪
の
感
情
が
み
な
ぎ
つ
て
い
た
。
白
人
熟
練
職
工
の
南
部
移
住
は
反
対
さ
れ
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
に
お
い
て
蒸
気
機
関
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
南
部
の
奴
隷
制
度
と
両
立
し
得
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
つ
た
⑪
。
棉
花
の
価
格
が
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
棉
花
相
場
の
影
響
を
う
け
て
変
動
し
、
と
く
に
一
八
四
〇
年
代
の
半
に
い
ち
ず
る
し
い
下
落
を
示
し
た
と
き
、
南
部
に
木
棉
工
業
振
興
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
一一一一137一一－
が
お
こ
り
、
蒸
気
機
関
使
用
禁
止
令
の
撤
廃
、
グ
ラ
ニ
ッ
ト
ヴ
ィ
ル
エ
場
の
設
立
も
こ
の
状
勢
の
も
と
に
行
わ
れ
た
が
、
「
木
棉
工
業
の
発
展
は
奴
隷
制
度
と
北
部
の
政
治
上
の
攻
撃
に
対
し
擁
護
せ
ん
と
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
政
治
活
動
に
よ
つ
て
再
び
阻
止
さ
れ
た
⑩
」
の
で
あ
る
。
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三
　
木
棉
工
場
設
立
に
当
つ
て
指
導
的
役
割
を
果
し
た
の
は
商
人
で
あ
り
、
そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
も
の
は
商
業
、
海
運
業
に
よ
つ
て
蓄
積
さ
れ
た
資
本
で
あ
つ
た
。
ス
レ
ー
タ
ー
の
最
初
の
工
場
が
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
モ
ー
ゼ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ル
ミ
ー
の
二
人
の
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
商
人
に
よ
つ
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
以
後
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
に
簇
生
し
た
紡
績
工
場
は
大
部
分
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
商
人
の
出
資
に
よ
つ
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
最
初
の
近
代
的
木
棉
工
場
＝
ウ
ォ
ル
サ
ム
エ
場
は
対
英
戦
争
に
よ
る
海
運
、
貿
易
業
の
衰
退
期
に
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
ア
プ
ル
ト
ン
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
等
の
ボ
ス
ト
ン
輸
入
商
に
よ
つ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
一
八
二
〇
ー
三
〇
年
代
に
お
け
る
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
ロ
ー
レ
ン
ス
等
北
部
ニ
ユ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
木
棉
工
場
の
出
現
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
商
業
利
潤
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
一
八
三
〇
年
代
の
対
支
貿
易
の
沈
退
期
に
、
ジ
ョ
ン
・
Ｐ
・
カ
ッ
シ
ン
グ
、
ジ
ョ
ン
・
Ｊ
・
ア
ス
ト
ー
ル
等
が
大
洋
貿
易
に
対
し
て
行
つ
て
い
た
投
資
を
整
理
し
て
木
棉
工
業
に
莫
大
な
投
資
を
行
つ
た
こ
と
で
も
記
憶
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
八
四
〇
年
代
の
末
以
後
、
海
港
に
し
て
捕
鯨
業
の
基
地
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
に
木
棉
工
場
の
勃
興
を
み
た
の
は
そ
の
頃
鯨
油
の
需
要
減
退
に
よ
つ
て
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
リ
ン
ネ
ル
が
貿
易
、
海
運
業
（
鯨
油
の
欧
州
、
カ
リ
ブ
海
地
方
、
支
那
へ
の
輸
出
）
と
銀
行
業
に
よ
つ
て
蓄
積
し
て
い
た
資
本
を
木
棉
工
場
に
投
ず
る
こ
と
を
決
意
し
、
一
八
四
六
年
に
そ
の
目
的
の
た
め
の
株
式
会
社
設
立
免
許
を
得
て
翌
年
ワ
ム
サ
ッ
タ
エ
場
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
こ
と
②
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
ィ
ナ
に
お
い
て
南
部
最
初
の
近
代
的
木
棉
工
場
も
一
八
四
六
年
に
宝
石
輸
人
商
③
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
レ
ッ
グ
の
発
意
と
、
彼
お
よ
び
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
商
人
の
出
資
に
よ
つ
て
設
立
さ
れ
た
の
一一-139-
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
木
棉
工
場
設
立
の
指
導
的
役
割
を
果
し
た
も
の
が
商
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
商
人
が
そ
の
本
来
の
商
業
（
海
運
業
を
ふ
く
む
）
上
の
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
し
た
資
本
を
直
接
投
資
せ
ず
、
ま
ず
河
川
の
水
力
の
利
用
権
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
土
地
所
有
権
を
獲
得
し
、
ダ
ム
と
水
路
を
建
設
す
る
水
力
・
不
動
産
会
社
を
設
立
し
て
、
そ
の
会
社
の
収
益
を
木
棉
工
場
設
立
の
資
金
た
ら
し
め
た
も
の
を
、
メ
リ
マ
ッ
ク
河
畔
の
ホ
リ
ョ
ー
ク
そ
の
他
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
④
。
　
ア
メ
リ
カ
の
木
棉
工
業
は
主
と
し
て
こ
の
よ
う
に
商
人
に
よ
っ
て
近
代
化
が
行
わ
れ
た
が
、
一
八
二
〇
代
に
お
い
て
も
製
造
工
業
者
自
身
に
よ
っ
て
木
棉
工
場
が
設
立
さ
れ
、
製
造
工
業
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た
資
金
に
そ
の
資
本
の
源
泉
を
求
め
た
も
の
も
例
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
商
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
工
場
の
成
功
の
後
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
に
お
い
て
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
小
規
模
で
あ
り
、
一
九
世
紀
の
前
半
に
こ
の
種
の
工
場
の
生
活
は
全
体
と
し
て
大
き
な
地
他
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
南
北
戦
争
を
経
た
一
八
六
〇
年
代
末
に
、
木
棉
工
業
の
重
心
が
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
南
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
っ
て
い
る
の
は
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
ケ
ン
ト
郡
と
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
フ
ォ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ
に
お
け
る
こ
の
種
の
工
場
の
目
ざ
ま
し
い
発
達
に
よ
る
も
の
で
あ
る
⑤
。
そ
し
て
こ
の
中
心
と
な
っ
た
工
場
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
二
〇
年
代
の
初
め
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
プ
レ
ー
グ
と
ボ
ー
ゲ
ン
兄
弟
（
リ
チ
ャ
ー
ド
と
ジ
エ
フ
ァ
ソ
ン
）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
プ
レ
ー
グ
は
農
業
を
営
む
か
た
わ
ら
水
車
場
と
製
材
所
を
経
営
し
て
い
た
が
、
一
八
〇
八
年
に
水
車
場
を
梳
綿
、
紡
糸
の
工
場
に
あ
ら
た
め
、
木
棉
工
業
に
着
手
し
（
但
し
織
布
は
前
貸
制
で
附
近
の
農
家
の
婦
人
に
行
わ
せ
た
）
、
一
八
二
一
年
に
は
ナ
テ
ィ
ッ
ク
滝
布
の
水
力
を
半
分
使
用
す
る
権
利
を
買
収
し
て
織
布
工
程
を
ふ
く
む
完
全
な
木
棉
工
場
を
設
立
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
㈲
。
ボ
ー
ゲ
ン
兄
弟
は
フ
ォ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ
鉄
工
所
を
所
有
し
た
鉄
工
業
者
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
ら
は
そ
の
利
潤
の
蓄
積
を
も
っ
て
木
棉
140 一一
エ
場
を
設
立
し
、
フ
ォ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ
の
木
棉
工
業
の
発
展
の
推
進
力
と
な
つ
た
の
で
あ
る
⑦
。
さ
ら
に
ま
た
、
職
人
、
小
さ
な
仕
事
場
や
永
車
場
の
所
有
者
が
そ
の
さ
さ
や
か
な
貯
蓄
を
出
資
し
、
時
に
は
農
民
が
そ
の
土
地
を
拠
出
し
或
は
地
方
商
人
の
出
資
を
も
加
え
て
、
組
合
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
組
織
し
、
木
棉
工
場
を
設
立
し
た
例
も
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ニ
ュ
　
ー
　
・
ョ
ー
ク
に
か
な
り
広
く
見
出
さ
れ
る
。
と
く
に
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
大
工
場
の
他
に
多
く
の
無
名
の
小
規
模
の
工
場
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
起
源
を
も
つ
工
場
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
型
の
も
の
は
、
多
く
そ
の
定
款
で
一
定
期
間
中
そ
の
利
益
金
は
す
べ
て
資
本
金
に
繰
入
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
③
。
こ
の
種
の
工
場
の
う
ち
、
地
方
市
場
を
対
象
に
生
産
を
行
い
、
当
初
交
通
の
不
便
に
よ
つ
て
外
部
の
競
争
か
ら
遮
断
さ
れ
独
占
的
地
位
を
享
受
し
、
よ
く
大
工
場
に
成
長
し
得
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
次
に
木
棉
工
業
資
本
の
源
泉
を
た
ず
ね
る
と
き
に
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
木
棉
工
場
が
一
た
び
確
立
さ
れ
た
の
ち
は
木
棉
工
業
自
身
が
そ
の
拡
張
の
た
め
の
資
本
の
源
泉
に
な
つ
た
こ
と
が
普
遍
的
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
レ
ー
タ
ー
が
一
八
〇
〇
年
に
義
父
と
二
人
の
義
兄
弟
と
協
力
し
て
建
て
た
第
二
の
工
場
ホ
ワ
ィ
ト
・
ミ
ル
の
資
本
の
大
部
分
は
第
一
工
場
の
利
潤
か
ら
引
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
⑨
、
ま
た
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
あ
る
工
場
が
好
況
と
不
況
を
ふ
く
む
一
八
一
ニ
ー
ニ
○
年
の
間
、
利
益
配
当
を
行
わ
ず
、
そ
の
利
潤
す
べ
て
を
再
投
資
し
て
資
本
金
を
二
倍
に
し
た
と
ク
ラ
ー
ク
は
述
べ
て
い
る
⑩
。
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
の
木
棉
工
場
の
発
達
、
南
部
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
お
よ
び
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の
隣
接
地
域
へ
の
越
境
波
及
も
、
一
部
分
は
既
成
木
棉
工
場
の
利
益
配
当
金
の
再
出
資
に
よ
つ
て
行
わ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
メ
リ
マ
ッ
ク
会
社
が
一
八
二
二
年
に
六
〇
万
ド
ル
の
資
本
金
を
も
つ
て
設
立
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
資
本
金
の
四
分
の
一
は
ボ
ス
ト
ン
製
造
会
社
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
⑪
。
そ
の
他
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
ロ
ー
レ
ン
ス
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
等
に
急
激
に
勃
興
し
た
木
棉
工
場
の
資
本
は
、
い
ず
れ
も
、
一
部
は
商
人
資
本
家
の
直
接
の
一一141一一－
出
資
に
負
う
と
し
て
も
、
木
棉
工
業
自
体
の
な
か
に
蓄
積
さ
れ
た
自
己
資
本
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ロ
リ
ン
・
ウ
ェ
ア
も
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
木
棉
工
業
の
発
展
は
、
収
益
の
再
投
資
に
大
い
に
依
存
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
⑫
。
　
し
か
し
木
棉
工
業
に
お
け
る
工
場
制
度
が
実
験
期
を
脱
し
て
発
展
期
に
人
つ
た
と
き
、
事
業
か
ら
隠
退
し
た
有
産
者
、
船
長
、
水
夫
、
職
人
、
金
持
の
寡
婦
等
雑
多
な
人
々
か
ら
、
少
額
ず
つ
の
莫
大
な
金
額
が
こ
れ
に
投
入
さ
れ
た
。
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
こ
そ
株
式
会
社
組
織
の
導
入
で
あ
つ
た
。
法
人
組
織
は
、
一
八
〇
五
年
以
前
に
は
、
銀
行
、
保
険
、
土
地
、
橋
梁
、
道
路
の
事
業
に
は
普
及
し
て
い
た
が
、
製
造
工
業
に
お
い
て
は
稀
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
⑬
。
法
人
＝
株
式
会
社
の
設
立
に
は
、
当
時
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
慣
習
に
従
つ
て
個
々
の
特
別
の
立
法
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
木
棉
工
業
、
同
時
に
製
造
工
業
に
お
け
る
最
初
の
営
利
法
人
は
、
一
七
八
七
年
に
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
ベ
ヴ
ァ
ー
リ
木
棉
工
場
日
宅
Ｑ
々
　
ｃ
ｏ
霖
ｏ
ｎ
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
）
で
あ
つ
た
が
、
製
造
工
業
の
分
野
に
お
け
る
営
利
法
人
の
発
達
は
木
棉
工
場
勃
興
期
の
、
貿
易
制
限
時
代
－
Ｉ
対
英
戦
争
中
お
よ
び
そ
れ
以
後
に
起
つ
た
。
資
本
が
豊
富
で
あ
つ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
個
人
企
業
や
組
合
企
業
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
普
及
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
資
本
の
欠
乏
が
製
造
工
業
の
発
達
を
阻
止
し
て
お
り
⑩
、
さ
ら
に
Ｎ
・
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、
製
造
工
業
が
「
成
功
す
る
に
は
大
資
本
が
必
要
で
あ
る
が
、
充
分
な
資
本
を
有
す
る
個
人
は
一
つ
の
事
業
に
の
み
専
念
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
は
こ
の
国
の
慣
習
に
反
す
る
こ
と
」
⑩
で
あ
つ
た
か
ら
、
多
数
者
の
少
額
投
資
を
可
能
な
ら
し
め
る
有
限
責
任
の
原
則
を
も
つ
株
式
会
社
組
織
の
活
用
が
製
造
工
業
振
興
の
た
め
に
必
要
で
あ
つ
た
。
一
八
一
七
年
に
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
に
お
い
て
、
一
八
三
〇
年
に
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
に
お
い
て
株
主
の
有
限
責
任
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
一
八
三
七
年
に
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
に
お
い
て
一
般
法
人
団
体
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
導
か
れ
て
メ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
シ
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
、
ぺ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
が
南
北
戦
争
ま
一一ぺ142 ―一一
で
に
一
般
法
人
団
体
法
を
制
定
す
る
に
至
つ
た
こ
と
は
、
株
式
会
社
の
発
達
を
促
進
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
株
式
会
社
は
事
業
の
投
資
に
対
し
少
額
の
貯
蓄
を
も
っ
貧
乏
人
に
も
富
裕
者
と
同
じ
機
会
を
開
き
そ
の
利
益
に
均
霑
せ
し
め
る
民
主
主
義
的
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
的
な
制
度
と
し
て
擁
護
さ
れ
た
⑯
が
、
そ
れ
が
完
全
に
民
主
主
義
的
な
経
済
上
の
制
度
に
な
る
た
め
に
は
一
般
法
人
団
体
法
の
制
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
信
奉
者
が
、
特
別
法
に
よ
っ
て
富
裕
者
に
営
利
法
人
の
設
立
を
許
可
し
、
こ
れ
に
法
律
上
独
占
的
地
位
を
附
与
す
る
こ
と
を
攻
撃
し
、
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
主
義
を
唱
導
し
、
１
－
実
業
家
自
身
に
反
対
さ
れ
な
が
ら
ー
一
般
法
人
団
体
法
制
定
へ
の
推
進
力
に
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
、
か
れ
ら
は
皮
肉
に
も
資
本
庄
主
義
の
発
展
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
⑰
。
い
ず
れ
か
の
州
に
お
い
て
有
限
責
任
の
原
則
を
承
話
し
、
さ
ら
に
一
般
法
人
団
体
法
の
制
定
を
行
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
拒
む
州
は
経
済
上
の
利
益
を
そ
の
州
に
奪
わ
れ
る
と
い
う
危
惧
が
そ
の
普
遍
化
に
役
立
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
五
四
年
、
遣
米
イ
ギ
リ
ス
調
査
委
員
団
を
し
て
「
有
限
責
任
法
こ
そ
…
…
合
衆
国
産
業
界
に
見
出
さ
れ
た
繁
栄
の
主
因
で
あ
る
⑱
」
と
本
国
政
府
に
報
告
せ
し
め
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
と
共
に
木
棉
工
業
に
お
け
る
工
場
制
度
の
発
達
が
、
株
式
会
社
組
織
の
普
及
と
密
接
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
　
と
く
に
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
木
棉
工
業
が
株
式
会
社
組
織
を
導
入
し
て
少
額
の
多
数
者
の
資
金
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
理
由
は
、
商
人
資
本
を
原
動
力
と
し
て
設
立
さ
れ
た
木
棉
工
場
が
成
功
を
収
め
、
木
棉
工
業
勃
興
の
気
運
が
そ
の
投
資
を
う
な
が
し
た
こ
と
、
そ
し
て
ボ
ス
ト
ン
製
造
会
社
は
一
八
二
六
年
に
至
る
十
年
間
に
年
平
均
一
八
・
七
五
％
の
利
潤
を
あ
げ
⑲
M
e
m
ｔ
ｎ
ａ
ｃ
ｋ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
は
一
八
二
二
年
か
ら
六
〇
ま
で
の
間
平
均
年
一
二
％
の
配
当
を
行
い
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
木
棉
工
業
会
社
の
平
均
配
当
率
は
一
八
二
四
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
間
は
七
・
六
％
、
三
一
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
の
間
は
一
二
・
三
％
、
四
一
年
か
ら
五
〇
年
ま
で
の
間
は
九
・
六
％
、
五
一
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
間
は
一
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
⑳
、
そ
の
配
当
率
143
は
六
分
の
公
認
利
子
率
を
越
え
、
し
か
も
安
全
な
投
資
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
他
に
中
産
階
級
の
投
資
対
象
と
し
て
か
な
り
の
利
益
を
も
た
ら
し
且
つ
安
全
な
も
の
は
な
か
つ
た
こ
と
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
仰
。
　
し
か
し
商
人
Ｈ
貿
易
・
海
運
業
者
が
木
棉
工
場
の
設
立
発
起
人
に
な
り
、
そ
の
出
資
が
木
棉
工
場
勃
興
の
原
動
力
と
な
つ
た
の
は
、
木
棉
工
業
そ
の
も
の
か
ら
得
る
利
益
よ
り
む
し
ろ
、
そ
れ
に
よ
る
彼
等
の
商
業
部
門
に
お
け
る
活
動
に
よ
る
利
潤
の
増
加
に
関
心
を
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
商
業
・
海
運
業
が
不
振
に
向
つ
た
時
は
、
そ
の
不
振
を
木
棉
工
業
の
振
興
に
よ
つ
て
挽
回
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
不
況
時
に
木
棉
工
業
が
利
潤
を
も
た
ら
さ
な
い
時
に
も
そ
れ
を
か
れ
ら
の
商
業
・
海
運
業
活
動
の
培
養
素
と
し
て
支
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
株
式
会
社
の
組
織
の
利
用
に
よ
つ
て
巨
額
の
資
本
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
木
棉
工
業
は
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
そ
の
資
本
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
金
額
を
出
資
し
た
少
数
の
商
人
資
本
家
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
つ
た
。
と
く
に
ロ
ー
ウ
ェ
ー
ル
、
ロ
ー
レ
ン
ス
の
そ
れ
を
中
心
と
す
る
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
木
棉
工
業
は
、
一
八
六
〇
年
に
は
、
L
a
w
r
e
n
c
e
｡
L
o
w
e
l
l
｡
A
p
p
l
e
t
o
n
｡
c
a
b
o
t
｡
D
w
i
g
h
t
｡
h
l
i
o
t
｡
L
y
m
a
n
｡
S
e
a
r
s
e
｡
J
a
c
k
s
o
n
等
を
ふ
く
む
一
五
名
の
ボ
ス
ト
ン
資
本
家
に
よ
つ
て
ほ
ぼ
完
全
に
支
配
さ
れ
て
い
た
⑩
。
か
れ
ら
の
支
配
力
は
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
メ
イ
ン
に
も
及
ん
だ
。
か
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
木
棉
工
業
に
お
い
て
大
株
主
と
し
て
そ
れ
を
支
配
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
八
五
〇
年
ま
で
に
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
保
険
会
社
の
総
資
本
の
三
九
％
を
、
ボ
ス
ト
ン
の
銀
行
の
そ
れ
の
四
○
％
を
握
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
産
業
の
支
配
を
行
つ
て
い
る
。
一
八
六
〇
年
ま
で
に
か
れ
ら
は
資
本
金
五
〇
万
ド
ル
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
生
命
保
険
会
社
f
M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
L
i
f
e
I
n
s
u
r
a
n
c
e
C
o
ﾖ
ｰ
ﾛ
y
）
を
支
配
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
か
れ
ら
の
投
資
額
の
十
倍
に
相
当
す
る
総
資
本
金
を
も
つ
木
棉
工
業
会
社
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
⑩
。
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四
　
工
場
制
度
成
立
期
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
が
遭
遇
し
た
困
難
な
問
題
の
一
つ
は
労
働
者
の
欠
乏
で
あ
つ
た
が
、
小
児
と
婦
人
の
使
用
に
よ
つ
て
解
決
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
児
童
労
働
の
使
用
は
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ニ
ュ
ー
・
ョ
ー
ク
に
普
及
し
、
婦
人
労
働
は
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
広
汎
に
使
用
さ
れ
た
。
前
者
は
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ス
レ
ー
タ
ー
エ
場
に
、
後
者
は
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
ウ
ォ
ル
サ
ム
エ
場
に
そ
れ
ぞ
れ
範
を
と
つ
て
発
達
を
見
た
の
で
あ
る
。
小
児
と
婦
人
の
使
用
は
、
怠
惰
の
悪
習
か
ら
ま
ぬ
か
れ
し
め
、
生
産
的
職
業
を
与
え
る
と
い
う
見
地
か
ら
社
会
的
支
持
を
う
け
て
い
た
が
、
農
民
偏
に
お
い
て
も
西
部
農
業
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
と
く
に
国
際
関
係
の
悪
化
と
対
英
戦
争
に
よ
-一一146 ―一一
っ
て
農
産
物
の
輸
出
が
停
滞
し
て
窮
迫
を
訴
え
て
お
り
、
小
児
や
婦
人
を
工
場
に
送
り
、
と
く
に
少
女
が
工
場
で
現
金
で
賃
金
を
得
る
こ
と
は
大
き
な
魅
力
に
な
り
、
多
く
の
小
児
、
婦
人
労
働
を
工
場
に
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
四
〇
年
後
半
以
後
に
お
い
て
も
、
捕
鯨
業
の
衰
退
期
に
当
っ
て
、
捕
鯨
業
の
基
地
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
（
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
）
に
木
棉
工
場
が
勃
興
し
た
と
き
、
一
万
に
達
し
た
と
い
わ
れ
た
捕
鯨
業
の
従
業
者
の
家
族
、
と
く
に
婦
人
が
そ
の
労
働
力
供
給
の
源
泉
に
な
つ
た
（
Ｊ
。
　
一
七
九
一
年
の
は
じ
め
ス
レ
ー
タ
ー
エ
場
の
労
働
者
は
九
名
の
児
童
、
七
歳
か
ら
一
二
歳
ま
で
の
七
名
の
少
年
と
二
名
の
少
女
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
始
め
ら
れ
た
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
型
工
場
に
お
け
る
児
童
労
働
の
使
用
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
紡
績
工
場
の
経
験
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
孤
児
院
や
救
貧
院
か
ら
の
大
量
の
児
童
労
働
の
吸
収
は
行
わ
れ
得
ず
、
近
隣
の
農
家
か
ら
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
児
童
労
働
者
は
家
か
ら
通
勤
し
、
物
品
賃
金
に
よ
っ
て
支
払
い
を
う
け
て
い
た
。
し
か
し
工
場
は
や
が
て
親
も
一
緒
に
働
か
せ
、
同
時
に
親
に
児
童
労
働
者
を
監
督
さ
せ
る
家
族
労
働
の
雇
用
に
移
っ
た
②
。
　
家
族
労
働
が
木
棉
工
場
に
採
用
さ
れ
る
と
、
動
力
源
た
る
水
流
に
そ
っ
て
、
工
場
を
中
央
に
、
労
働
者
の
住
宅
が
立
並
ぶ
工
場
村
が
形
成
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
⑧
。
一
八
二
八
年
｜
一
八
三
二
年
の
男
子
労
働
者
の
賃
金
は
、
こ
こ
に
お
い
て
、
一
日
当
り
九
〇
セ
ン
ト
、
女
子
四
〇
セ
ン
ト
、
子
供
二
五
セ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、
労
働
時
間
は
小
児
も
大
人
と
等
し
く
週
六
八
乃
至
七
二
時
間
で
あ
っ
た
④
。
一
八
二
〇
年
に
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
の
木
棉
工
場
労
働
者
中
五
五
％
が
児
童
で
あ
り
、
一
八
三
一
年
に
は
八
五
〇
〇
名
の
う
ち
三
四
七
二
名
が
一
二
歳
以
下
で
あ
っ
た
⑤
。
　
ボ
ス
ト
ン
製
造
会
社
の
ウ
ォ
ル
サ
ム
エ
場
は
婦
人
労
働
者
を
傭
い
、
貨
幣
賃
金
を
支
払
っ
た
。
こ
の
制
度
は
そ
の
ま
ま
ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
じ
め
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
、
ボ
ス
ト
ン
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
商
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
工
場
に
継
一一ぺL47一一
承
さ
れ
た
。
女
工
は
、
一
〇
台
の
終
り
か
ら
二
〇
台
の
は
じ
め
ま
で
の
年
令
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
少
女
で
あ
り
、
広
く
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
か
ら
集
め
ら
れ
、
す
べ
て
会
社
の
寄
宿
舍
に
入
れ
ら
れ
、
私
行
上
に
お
い
て
も
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
厳
格
さ
を
も
つ
て
舍
監
の
監
視
を
う
け
、
日
曜
に
は
教
会
に
出
席
を
要
求
さ
れ
、
教
養
の
向
上
に
注
意
が
払
わ
れ
、
と
く
に
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
エ
場
の
寄
宿
舍
は
、
女
子
寄
宿
学
校
（
た
だ
勉
学
よ
り
工
場
で
働
く
方
が
多
い
と
い
う
点
だ
け
を
除
け
ば
）
と
呼
ば
れ
る
に
値
す
る
も
の
と
い
わ
れ
⑥
、
ボ
ス
ト
ン
商
人
企
業
家
は
自
ら
慈
善
家
た
る
こ
と
を
誇
つ
て
い
た
。
女
工
の
賃
金
は
寄
宿
料
を
差
引
か
れ
て
選
一
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
乃
至
ニ
ド
ル
で
あ
つ
た
が
、
一
八
二
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
木
棉
工
場
の
女
工
が
寄
宿
料
を
差
引
か
れ
る
こ
と
も
な
く
て
二
ド
ル
に
満
た
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
女
工
は
ニ
ー
四
年
後
に
は
、
貯
金
を
つ
く
つ
て
工
場
を
去
る
の
を
常
と
し
、
恒
常
的
労
働
人
口
と
み
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
つ
た
⑪
。
　
し
か
し
、
四
〇
年
代
に
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
女
工
の
待
遇
は
悪
化
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
ボ
ス
ト
ン
商
人
資
本
家
が
初
期
の
理
想
的
約
束
を
果
し
得
な
く
な
つ
た
「
真
の
障
碍
は
、
製
品
の
価
格
の
下
落
、
不
況
お
よ
び
利
潤
の
周
期
的
低
下
⑦
」
で
あ
っ
た
。
一
八
三
四
年
二
月
に
は
、
一
五
％
の
賃
金
引
下
げ
に
反
対
し
て
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
女
工
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
つ
た
。
工
場
の
寄
宿
舍
は
教
養
の
道
場
た
る
性
格
を
全
く
喪
失
し
、
た
だ
労
働
強
化
、
不
穏
分
子
監
視
の
た
め
の
目
的
に
役
立
た
し
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
制
度
が
採
用
さ
れ
始
め
た
。
ド
ー
ヴ
ア
ー
の
女
工
が
自
ら
を
奴
隷
に
等
し
い
と
述
べ
た
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
に
お
い
て
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
木
棉
工
場
労
働
者
の
五
分
の
四
は
こ
の
よ
う
な
少
女
で
あ
っ
た
が
、
一
八
四
〇
年
に
は
オ
レ
ス
テ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
ソ
ン
（
Ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｂ
ｒ
ｏ
w
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
）
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
女
工
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
彼
女
た
ち
は
心
身
と
も
に
消
耗
し
て
お
り
、
道
徳
も
頽
発
し
て
い
る
。
（
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
こ
れ
ら
の
工
場
都
市
の
死
亡
率
が
あ
ま
り
高
く
な
い
の
は
、
貧
乏
な
少
女
た
ち
は
そ
れ
以
上
働
け
な
く
な
る
と
、
死
ぬ
た
め
に
家
に
帰
つ
た
か
ら
な
の
だ
⑧
」
と
。
一
八
四
五
年
一
月
に
－一一148－－
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
女
工
は
サ
ラ
・
バ
グ
レ
ー
（
Ｓ
ａ
ｒ
ａ
ｈ
Ｇ
・
汐
孔
ｅ
ご
の
指
導
の
下
で
労
働
時
間
の
短
縮
を
目
的
と
し
て
ロ
ー
ウ
ェ
ル
婦
人
労
働
改
善
協
会
(
^
x
^
o
w
e
i
i
i
^
e
m
a
l
eL
a
b
o
u
r
R
e
f
o
r
m
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
"
）
を
組
織
し
た
が
、
一
八
四
六
年
の
彼
等
の
労
働
時
間
は
、
夏
は
一
三
時
間
、
冬
は
夜
明
け
か
ら
日
没
に
及
び
、
午
前
五
時
に
は
就
業
し
て
い
た
⑨
。
一
八
三
〇
年
代
に
は
二
台
の
織
機
に
つ
い
た
が
、
一
八
四
〇
年
代
の
末
に
は
一
人
で
四
台
を
受
持
た
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
機
械
の
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
労
働
は
い
ち
じ
る
し
く
強
化
さ
れ
た
の
に
、
賃
金
は
一
・
五
〇
ド
ル
に
低
下
し
て
い
る
⑩
。
か
く
し
て
一
八
四
〇
年
代
の
末
に
木
棉
工
業
が
不
況
に
遭
遇
し
た
際
家
に
帰
つ
た
女
工
は
、
一
八
五
一
－
五
二
年
に
事
業
が
好
転
し
た
と
き
工
場
に
帰
ら
ず
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
移
民
が
こ
れ
に
代
つ
て
い
た
⑪
。
五
〇
年
代
に
は
つ
づ
い
て
独
乙
人
、
カ
ナ
ダ
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
流
人
が
お
こ
つ
だ
。
か
れ
ら
は
、
賃
金
や
労
働
時
間
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
つ
て
も
工
場
で
働
く
以
外
に
生
活
手
段
を
も
た
ず
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
脅
威
は
単
な
る
追
放
を
意
味
せ
ず
餓
死
を
も
た
ら
す
も
の
と
知
つ
て
い
る
完
全
な
意
味
の
工
場
労
働
者
で
あ
つ
た
。
　
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
少
女
に
代
つ
て
大
量
の
言
語
、
宗
教
、
習
慣
を
異
に
す
る
外
国
移
民
が
工
場
に
職
を
求
め
始
め
た
と
き
、
工
場
労
働
者
の
地
位
に
革
命
的
な
変
化
が
お
こ
つ
た
。
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
型
の
工
場
に
お
い
て
は
家
族
労
働
が
普
及
し
、
労
働
者
家
族
は
工
場
に
従
属
し
、
そ
の
待
遇
は
必
ず
し
も
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
工
場
に
お
け
る
如
き
温
情
主
義
的
な
も
の
で
な
か
つ
た
と
は
い
え
、
そ
の
酷
使
を
さ
ま
た
げ
る
宗
教
上
、
感
情
上
、
経
済
上
の
制
約
が
あ
つ
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
資
本
家
や
工
場
経
営
者
と
労
働
者
の
間
に
宗
教
的
、
人
間
的
き
ず
な
は
絶
ち
き
ら
れ
⑬
、
人
間
的
な
情
誼
は
両
者
の
間
に
交
流
す
る
こ
と
な
く
、
純
経
済
的
要
求
に
従
つ
て
搾
取
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
資
本
家
の
対
労
働
者
感
情
の
変
化
－
Ｉ
ま
さ
に
近
代
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
工
場
制
度
導
入
以
前
、
綿
糸
布
の
生
産
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
土
地
を
も
つ
農
民
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
た
-一一149一一
め
、
工
場
制
度
の
成
立
は
彼
等
の
副
業
を
奪
つ
た
が
、
他
に
本
来
の
生
計
の
手
段
を
有
し
、
む
し
ろ
小
児
や
娘
を
工
場
に
送
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
養
育
費
、
結
婚
持
参
金
を
自
ら
か
せ
が
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
農
民
が
工
場
に
対
し
て
懐
い
た
不
満
は
、
工
場
は
農
村
の
貧
民
に
職
を
与
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
農
業
労
働
者
の
賃
金
を
引
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
つ
た
㈲
。
従
つ
て
こ
こ
に
お
い
て
は
工
場
制
度
の
導
入
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
如
き
手
織
工
の
反
対
も
そ
の
没
落
も
見
ら
れ
ず
、
深
刻
な
社
会
問
題
を
伴
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ラ
イ
ト
は
機
械
と
工
場
制
度
の
導
入
は
産
業
上
の
「
レ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
イ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
翁
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
周
辺
の
よ
う
な
専
業
手
織
工
の
牙
城
と
な
つ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
工
場
制
度
の
導
人
は
急
速
に
起
ら
な
か
つ
た
し
、
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
良
質
な
綿
布
を
生
産
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
工
場
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
工
場
と
の
競
争
に
よ
つ
て
彼
等
は
一
八
三
〇
年
代
の
末
か
ら
一
八
間
六
年
ま
で
の
間
に
収
入
を
半
減
（
週
五
ド
ル
の
収
入
に
）
さ
れ
る
に
至
る
が
、
一
八
六
〇
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
な
お
三
、
〇
〇
〇
の
手
織
工
⑩
が
残
存
し
、
南
北
戦
争
後
に
も
姿
を
消
さ
ず
⑰
、
そ
の
没
落
は
極
め
て
緩
慢
で
あ
つ
た
。
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木
棉
工
業
が
商
人
資
本
家
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
発
達
に
制
約
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
商
人
資
本
家
は
木
棉
工
業
に
専
念
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
か
れ
ら
の
商
業
活
動
に
そ
れ
を
役
立
て
る
こ
と
を
終
局
の
目
的
と
し
て
い
る
か
、
或
は
土
地
、
運
河
、
鉄
道
と
同
じ
く
（
た
だ
よ
り
安
全
な
）
投
資
の
対
象
と
考
え
て
い
た
。
株
式
会
社
組
織
一一151-一一
の
導
入
と
と
も
に
、
か
れ
ら
は
工
場
経
営
に
無
関
心
に
な
り
得
て
不
在
所
有
者
と
な
り
、
か
れ
ら
の
選
任
し
た
未
経
験
な
経
営
責
任
者
は
か
れ
ら
の
意
思
を
反
映
し
て
散
慢
な
経
営
を
行
つ
た
た
め
、
不
況
時
に
は
し
ば
し
ば
大
工
場
の
倒
産
が
起
つ
た
。
一
八
三
七
年
恐
慌
に
お
い
て
打
撃
を
蒙
つ
た
も
の
は
小
工
場
よ
り
は
む
し
ろ
土
地
投
機
と
銀
行
業
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
商
人
資
本
家
の
支
配
下
に
あ
つ
た
大
工
場
の
な
か
に
多
く
見
出
さ
れ
、
一
八
五
七
年
恐
慌
の
際
に
も
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
い
く
つ
か
の
大
工
場
は
そ
の
ル
ー
ズ
な
経
営
の
た
め
に
倒
れ
て
い
る
。
当
時
ア
メ
リ
カ
的
な
大
資
本
を
擁
す
る
株
式
会
社
形
態
の
木
棉
工
業
は
イ
ギ
リ
ス
的
な
小
資
本
の
個
人
所
有
の
或
は
組
合
形
態
の
工
場
に
劣
る
と
し
ば
し
ば
論
ぜ
ら
れ
た
が
①
、
問
題
は
企
業
形
態
に
あ
る
の
で
な
く
て
、
企
業
が
製
造
工
業
に
専
念
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
資
本
家
的
商
人
に
支
配
さ
れ
て
い
た
か
否
か
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
商
人
資
本
家
に
所
有
さ
れ
た
個
人
経
営
の
工
場
は
、
そ
の
所
有
者
が
土
地
投
機
に
よ
り
以
上
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
た
め
一
八
三
七
年
と
一
八
五
七
年
の
恐
慌
の
際
に
そ
の
破
綻
と
共
に
倒
壊
し
、
或
は
所
有
者
を
変
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
間
に
お
い
て
、
製
造
工
業
自
身
に
資
本
の
源
泉
を
求
め
た
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
や
南
部
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
木
棉
工
業
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
、
一
八
七
〇
年
代
の
は
じ
め
ま
で
に
木
棉
工
業
の
重
心
を
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
南
部
一
二
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
行
せ
し
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ボ
ス
ト
ン
の
商
業
資
本
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
北
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
木
棉
工
業
も
そ
の
ま
ま
発
展
を
停
止
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
五
七
年
恐
慌
は
ボ
ス
ト
ン
資
本
家
に
浮
動
的
な
投
機
的
投
資
の
危
険
を
教
え
、
か
れ
ら
を
し
て
木
棉
工
業
に
よ
り
以
上
の
関
心
を
も
た
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
た
。
さ
ら
に
か
れ
ら
は
南
北
戦
争
中
、
南
部
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
木
棉
工
業
資
本
家
と
と
も
に
、
戦
争
は
短
期
間
に
終
る
と
の
（
誤
っ
た
）
判
断
と
、
戦
後
に
お
け
る
利
潤
の
増
大
の
予
想
を
も
つ
て
、
南
部
棉
花
の
移
入
の
杜
絶
に
よ
っ
て
工
場
の
閉
鎖
を
や
む
な
く
さ
れ
た
時
に
お
い
て
さ
え
、
寧
ろ
そ
の
時
期
を
利
用
し
て
設
備
を
徹
底
的
に
改
善
し
た
の
み
な
ら
ず
、
（
ロ
ー
ウ
ェ
ル
以
外
の
）
メ
リ
マ
ッ
ク
河
岸
に
工
場
の
新
設
を
行
っ
た
。
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し
か
し
南
北
戦
争
以
後
重
工
業
が
ア
メ
リ
カ
産
業
の
基
軸
に
な
る
べ
く
急
速
な
発
達
を
行
つ
た
と
き
そ
の
部
門
に
お
い
て
新
し
い
工
場
制
工
業
を
な
し
、
そ
の
拡
張
の
イ
ン
シ
ア
テ
ィ
ー
ヴ
を
と
つ
た
人
々
は
、
古
い
商
人
家
族
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
卑
し
い
生
れ
の
新
人
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
自
営
農
民
の
子
で
あ
り
、
独
立
の
親
方
職
人
、
農
村
工
場
主
あ
る
い
は
地
方
小
商
人
で
あ
つ
た
。
鉄
工
業
の
製
品
の
需
要
が
安
定
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
、
鉄
道
会
社
が
鉄
工
業
者
に
手
形
で
支
払
つ
て
い
た
慣
習
に
よ
つ
て
一
八
三
七
年
と
一
八
五
七
年
恐
慌
に
お
い
て
鉄
道
会
社
と
と
も
に
鉄
工
業
者
も
倒
産
し
た
こ
と
は
資
本
家
的
商
人
の
鉄
工
業
家
が
危
険
な
事
業
で
あ
る
と
の
印
象
を
植
付
け
③
、
広
く
新
た
な
工
業
に
対
し
恐
信
心
を
懐
か
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
ら
の
事
業
が
安
全
な
投
資
の
対
象
と
考
え
ら
れ
る
に
至
つ
た
と
き
資
本
家
的
商
人
や
そ
れ
か
ら
輩
出
し
た
銀
行
業
者
に
こ
れ
に
援
助
を
与
え
た
が
、
か
れ
ら
自
身
が
新
し
い
企
業
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
は
躊
躇
し
た
。
南
北
戦
争
以
後
、
商
業
資
本
家
は
西
部
に
お
け
る
土
地
投
機
を
行
い
、
銀
行
に
投
資
し
、
鉄
道
会
社
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
や
投
資
者
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
安
全
に
巨
大
な
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
未
知
の
、
不
測
の
危
険
を
と
も
な
う
か
も
知
れ
ぬ
新
企
業
の
発
起
人
に
な
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
も
は
や
潜
在
す
る
工
業
生
産
力
を
開
拓
す
る
た
め
の
企
業
的
冒
険
心
を
欠
き
、
そ
の
能
力
も
持
つ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
自
営
農
民
層
の
な
か
か
ら
現
わ
れ
た
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
仕
事
と
し
て
残
さ
れ
た
④
。
こ
こ
に
お
い
て
鉄
道
会
社
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
重
役
に
栄
進
し
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
株
式
投
機
に
よ
つ
て
産
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
、
農
民
の
子
に
し
て
小
炭
田
の
所
有
者
ヘ
ン
リ
ー
・
Ｈ
・
フ
リ
ッ
ク
、
石
油
小
工
場
の
書
記
か
ら
農
産
物
仲
買
商
に
な
つ
た
ジ
ョ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
一
九
歳
の
と
き
農
村
金
物
商
で
あ
つ
た
農
民
の
子
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ゲ
ー
ツ
な
ど
が
一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
産
業
界
の
将
帥
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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